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・クマ類の生息状況、出没状況、被害状況などは地域によって異なりま
す。各都道府県や地域の状況にあった出没対応マニュアルをご参照く
ださい
・自治体では熊の発生状況を公表しています。特に出没の多い地域では
市町村ごとに公表されていますのでご確認ください
・地域によっては、タイムリーな発生状況についてSNSを活用し情報を
発信していますのでご確認ください

日本クマネットワークがYouTubeでスプレーの使い方を紹介しています

出典）環境省 クマの出没対応マニュアル －改定版－ｐ26、環境省 クマと共存するためにｐ5

クマ避けスプレーとクマ鈴

訪問看護師の皆さん

出典）環境省 クマと共存するために ｐ5

出典）・東京都環境局 被害を防ぐために チラシ
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安全な場所まで避難できたら、自治体や警察（１１０番）に
クマ出没情報を知らせましょう

出没日時・出没した場所・頭数（親子）・大きさ・行動・被害の程度 等
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

出典・環境省クマの出没対応マニュアル－改定版－ https://www.env.go.jp/nature/choju/docs/docs5-4a/pdfs/manual_full.pdf
環境省クマと共存するために https://www.env.go.jp/nature/choju/docs/docs5/docs5-kuma.pdf
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出典）環境省 ク環マ類の出没対応マニュアル－改定版－ｐ72・73

写真）秋田県公式サイト ツキノワグマ情報

出典）環境省 クマ類の出没対応マニュアル－改定版－ｐ40・41

平時からの心構えと備えが重要です！

いいいいいいいいいい

公益財団法人
日本訪問看護財団

北海道に所在する訪問看護ステーションのクマ対策の一例

・クマが出た際は自治体が情報発信しているので意識している
・クマが出る地域では利用者宅の玄関前に車を寄せて停め、家に入るようにしている
・クマが出る山奥に独居で暮らしている人もいるが、地域住民や包括支援センターが
目をかけているので生活を継続できている
・認知症で徘徊をしている高齢者について、地域包括支援センターが介入し、クマの被
害も懸念して、施設入所準備を早めに行った事例がある
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